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◆
回
答
の
前
進
的
部
分

県
教
委
は
こ
の
間
、
本
県
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
や
、
現
給
保
障
の
廃
止
、
勤
務
実
績
の
勤

勉
手
当
へ
の
反
映
の
拡
大
な
ど
を
示
唆
し
て
き
た
が
、
最
終
段
階
で
①
給
与
の
独
自
カ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
昨
年
度
と
同
様
の
措
置
に
よ
る
一
部
緩
和
の
実
施
、
②
給
料
表
に
つ
い
て
は
２
０
１
２
年
４
月

か
ら
の
引
き
下
げ
、
③
現
給
保
障
の
廃
止
や
引
き
下
げ
は
来
年
度
協
議
、
④
自
宅
に
係
る
住
居
手
当

の
今
年
度
据
え
置
き
、
２
０
１
２
年
度
以
降
の
取
扱
い
は
来
年
度
協
議
、
⑤
来
年
度
か
ら
、
脳
ド
ッ

ク
受
診
時
の
服
務
の
専
免
適
用
、
⑥
一
般
疾
病
に
よ
る
長
期
休
職
者
へ
の
「
プ
レ
出
勤
」
の
適
用
、

⑦
臨
時
的
任
用
教
員
の
２
級
最
高
限
度
号
給
引
き
上
げ
、
な
ど
の
前
進
的
な
回
答
が
あ
っ
た
。

◆
教
育
長
コ
メ
ン
ト

ま
た
、
行
財
政
構
造
改
革
に
係
る
給
与
の
独
自
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
教
育
長
は
「
給
与
の
独
自
カ
ッ

ト
に
つ
い
て
の
昨
年
度
と
同
様
の
措
置
に
よ
る
一
部
緩
和
は
、
本
県
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、

限
ら
れ
た
選
択
肢
の
中
で
、
私
ど
も
と
し
て
取
り
得
る
、
ぎ
り
ぎ
り
の
措
置
で
あ
り
ま
す
。
給
与
の

行
革
措
置
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
方
に
来
年
度
も
ご
協
力
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
つ
い
て

は
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
財
政
の
再
建
を
図
り
、
給
与
の
独
自
カ
ッ

ト
を
回
復
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
基
本
に
、
毎
年
度
の
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
、
誠
意
を
持
っ
て

毎
年
度
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
述
べ
た
。

た
。兵

教
組
は
第
6
回
戦
術
会
議

で
、
最
終
の
県
教
委
回
答
は
、

重
要
案
件
と
し
た
諸
課
題
に
つ

い
て
当
初
提
案
か
ら
大
き
な
前

進
を
は
か
り
、
現
在
の
教
職
員

を
と
り
ま
く
情
勢
に
あ
っ
て
は

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
判

断
。
満
場
一
致
で
こ
れ
ら
を
確

認
し
、
11
月
28
日
午
後
11
時
58

分
、県
教
委
提
案
を
受
け
入
れ
、

妥
結
し
た
。
ま
た
、
独
自
カ
ッ

2011 対県賃金確定闘争　妥結！！

重要課題において前進的回答を引き出す！
独自カット一部緩和・現給保障を維持！

給料表の改定は2012年4月からに先送り、自宅に係る住居手当を据え置きに

― 

主
な
県
教
委
回
答 

―

◆�

一
時
金
に
お
い
て
、
行
革
に
よ
る
減
額
措
置
の
一
部
を
緩
和

◆�

現
給
保
障
の
廃
止
や
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
協
議

◆�

給
料
表
の
改
定
は
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
に
先
送
り

◆�

自
宅
に
係
る
住
居
手
当
は
、
今
年
度
は
据
え
置
き
、
２
０
１
２
年
度
以
降
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
来
年
度
協
議

◆�

勤
務
実
績
の
勤
勉
手
当
へ
の
反
映
措
置
に
つ
い
て
は
、
継
続
協
議

◆�

臨
時
的
任
用
教
員
の
最
高
限
度
号
給
を
引
き
上
げ�

�
�

�
�

　
　
　
な
ど

全
組
合
員
の
団
結
の
も
と
、
県
教
育
長
宛

「
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
関
す
る
要
求
書
」

99
・
94
％
集
約

!!(

　
　
　
　
）

県
教
育
長
と
の
最
終
交
渉
に
臨
む
兵
教
組
執
行
部
。

（
11
月
28
日
、
兵
庫
県
庁
舎
３
号
館
に
て
）

11
対
県
確
定
闘
争
に
お
い

て
、
兵
教
組
は
11
月
28
日
、
最

終
の
県
教
委
交
渉
を
実
施
し

た
。こ

れ
ま
で
県
教
委
は
、
本
県

の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
を

強
調
し
、独
自
カ
ッ
ト
の
継
続
、

現
給
保
障
の
廃
止
、
勤
務
実
績

の
勤
勉
手
当
へ
の
反
映
の
拡
大

な
ど
を
示
唆
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
兵
教
組
は
、「
独

自
カ
ッ
ト
の
即
時
回
復
、
賃
金

水
準
の
改
善
、
地
域
間
・
個
人

間
・
世
代
間
の
格
差
・
差
別
拡

大
反
対
」
な
ど
を
基
本
に
、
人

事
委
員
会
勧
告
を
ふ
ま
え
て
県

教
育
長
に
対
し
、「
２
０
１
１

年
度
教
職
員
賃
金
等
に
関
す
る

申
し
入
れ
」
を
提
出
し
、
そ
の

要
求
実
現
を
め
ざ
し
て
県
教
委

交
渉
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

今
次
対
県
確
定
闘
争
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
か
ら
人
事

院
勧
告
が
大
幅
に
遅
れ
た
こ
と

や
、「
国
家
公
務
員
の
給
与
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
」

や
「
国
家
公
務
員
制
度
改
革
関

連
４
法
案
」
を
め
ぐ
る
不
透
明

な
国
会
情
勢
が
確
定
交
渉
へ
影

響
を
与
え
た
こ
と
な
ど
、
例
年

と
は
ち
が
っ
た
情
勢
と
な
り
、

短
期
間
で
の
と
り
く
み
と
な
っ

ト
問
題
に
つ
い
て
、
来
年
度
こ

そ
完
全
回
復
す
る
よ
う
強
く
要

求
し
た
。

県
の
財
政
状
況
が
非
常
に
厳

し
い
中
で
、
前
進
的
回
答
を
引

き
出
せ
た
の
は
、「
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
に
関
す
る
要
求

書
」
を
99
・
94
％
の
高
率
で
集

約
で
き
た
よ
う
に
、
兵
教
組
組

合
員
の
団
結
の
力
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

※
詳
細
は
、
速
報
な
ら
び
に
12

月
か
ら
１
月
に
か
け
て
お
こ
な

う
妥
結
内
容
学
習
会
に
て
。

最終の要求書（累計18,050名）を県
教育長へ提出した。

（11月28日）

第２波統一決起集会 第１波統一決起集会

県内7ヶ所一斉統一集会（県庁前）第４回確定交渉第５回給与確定交渉

県
内
各
地
の
組
合
員
の
切
実
な
声

を
県
教
育
長
に
訴
え
る
山
木
書
記

次
長
。

（
11
月
28
日
、ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
に
て
）

休
職
者
等
は
除
外
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分
科
会

１
日
本
語
教
育

リ
ポ
ー
ト
数
は
22
本
。
話
し

合
い
、こ
と
ば
の
指
導
、「
感
性
」

や
「
認
識
」
を
育
て
る
こ
と
に

つ
い
て
、
表
現
指
導
や
読
書
、

文
字
を
大
切
に
す
る
指
導
な
ど

が
討
議
さ
れ
た
。

★�

日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
の
答
え
が

得
ら
れ
有
意
義
だ
っ
た
。

★�

対
話
ス
キ
ル
に
つ
い
て
の
話

が
印
象
的
だ
っ
た
。

２
外
国
語
教
育

本
格
実
施
さ
れ
て
い
る
外
国

語
活
動
の
具
体
的
な
実
践
の
紹

介
や
地
域
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
外
国
語
活
動
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
参
加
、
広
い

視
点
で
の
分
科
会
と
な
っ
た
。

★�

地
域
と
の
交
流
が
31
年
間
続

い
て
い
る
こ
と
に
関
心
し

た
。

★�

他
国
や
地
域
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
の
と
り
く
み
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
つ
な
が
り
が
大

切
だ
と
感
じ
た
。

３
社
会
科
教
育

地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
学
習

の
学
ば
せ
方
や
習
得
し
た
知
識

を
ど
う
活
用
さ
せ
る
か
な
ど
が

討
議
さ
れ
た
。

★�

総
合
や
学
年
を
越
え
て
の
学

習
が
勉
強
に
な
っ
た
。

★�

自
身
が
ま
ず
地
元
を
知
り
、

地
域
と
連
携
し
、
子
ど
も
た

ち
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
た
。

４
算
数
・
数
学
教
育

子
ど
も
た
ち
自
身
が
課
題
を

み
つ
け
る
活
動
、
考
え
方
の
交

流
や
ス
キ
ル
の
定
着
な
ど
の
実

践
活
動
が
討
議
さ
れ
た
。

★�

表
現
力
を
意
識
し
た
と
り
く

み
が
多
か
っ
た
。
よ
り
効
果

的
な
手
立
て
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

５
理
科
教
育

教
材
づ
く
り
（
選
び
）
に
つ

い
て
、
実
態
や
環
境
に
適
し
た

も
の
、
身
近
な
も
の
、
手
軽
に

手
に
入
る
も
の
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
興
味
・
関
心
を
ひ
く
も

の
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

★�
教
材
に
つ
い
て
の
意
見
交
流

が
参
考
に
な
っ
た
。

★�

子
ど
も
の
生
活
に
結
び
付
け

る
こ
と
が
、
自
ら
考
え
る
意

欲
に
つ
な
が
る
こ
と
を
再
確

認
で
き
た
。

６
美
術
教
育

テ
ー
マ
や
教
材
な
ど
の
工

夫
、
展
開
の
大
切
さ
が
討
議
さ

れ
た
。
作
詩
な
ど
の
言
語
活
動

や
気
持
を
抽
象
的
に
表
現
す
る

活
動
で
、
ア
ー
ト
と
自
分
を
つ

な
ぐ
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が

語
ら
れ
た
。

★�

石
こ
ろ
一
つ
で
も
、
地
域
教

材
と
し
て
ふ
る
さ
と
を
考
え

る
教
材
と
知
っ
た
。

７
音
楽
教
育

音
楽
活
動
や
担
任
と
専
科
と

の
連
携
に
よ
る
学
校
づ
く
り
が

話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
特
別

支
援
学
校
で
の
音
楽
活
動
が
報

告
さ
れ
た
。

★�

特
別
支
援
学
校
で
の
音
楽
活

動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い

を
表
現
さ
せ
て
い
る
と
知
っ

た
。

★�

音
楽
教
育
が
子
ど
も
た
ち
の

心
の
育
ち
に
お
い
て
、
い
か

に
大
切
で
豊
か
さ
を
も
た
ら

す
も
の
か
改
め
て
実
感
し

た
。

８
技
術
・
家
庭
科
教
育

新
学
習
指
導
要
領
で
必
修
化

さ
れ
た
「
生
物
育
成
」
に
よ
り
、

多
く
の
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
栽
培
」
に
つ
い
て
討
議
さ

れ
た
。

★�
畑
栽
培
が
困
難
な
場
合
の
、

技
術
と
連
携
し
た
プ
ラ
ン

タ
ー
栽
培
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

栽
培
な
ど
を
参
考
に
し
た

い
。

★�

「
生
物
育
成
」
が
必
修
化
さ

れ
た
今
、
学
校
に
畑
を
作
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
声
を
あ

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。

９
保
健
・
体
育

体
力
の
向
上
を
絡
め
た
組
織

的
な
と
り
く
み
や
健
康
教
育
、

安
心
・
安
全
な
学
校
保
健
の
す

す
め
方
、
改
訂
さ
れ
る
領
域
に

つ
い
て
の
授
業
づ
く
り
な
ど
が

討
議
さ
れ
た
。

★�

授
業
だ
け
で
な
く
、
養
護
教

諭
の
視
点
か
ら
学
校
生
活
の

中
で
の
指
導
な
ど
も
聞
け
て

よ
か
っ
た
。

★�

多
く
の
体
育
実
践
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

10
総
合
学
習

リ
ポ
ー
ト
数
は
25
本
。
環
境

体
験
の
実
践
に
お
い
て
重
要
な

こ
と
は
何
か
、
総
合
学
習
を
通

し
て
の
ゴ
ー
ル
を
ど
う
考
え
る

の
か
な
ど
が
討
議
さ
れ
た
。

★�

地
域
ご
と
に
校
区
内
の
特
色

を
生
か
し
た
様
々
な
と
り
く

み
、
体
験
を
経
験
へ
変
化
さ

せ
る
工
夫
な
ど
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
。

★�

い
か
に
子
ど
も
た
ち
に
目
的

意
識
を
持
た
せ
る
の
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

11�

自
治
的
諸
活
動
と
生
活
指
導

（
小
）（
中
）

生
活
指
導
に
お
け
る
教
職
員

の
連
携
、
小
学
校
に
お
け
る
縦

割
り
活
動
の
成
果
と
課
題
、
授

業
時
間
の
確
保
と
子
ど
も
の
自

治
的
活
動
の
時
間
の
確
保
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
討
議
さ
れ

た
。

★�

す
ぐ
に
で
も
と
り
く
み
た
い

実
践
も
あ
り
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
だ
っ
た
。

★�
声
か
け
一
つ
、
ア
プ
ロ
ー
チ

一
つ
で
子
ど
も
た
ち
の
反
応

は
変
わ
っ
て
い
く
と
皆
さ
ん

の
リ
ポ
ー
ト
か
ら
感
じ
た
。

12
幼
年
期
の
教
育
と
保
育
問
題

幼
・
保
・
小
の
よ
り
よ
い
連

携
を
め
ざ
し
、
体
験
入
学
の
課

題
な
ど
が
意
見
交
換
さ
れ
た
。

★�

な
か
な
か
聞
け
な
い
異
校
種

の
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

★�

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
体
制
や
相

互
理
解
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
抱
く
入
学
の
不
安
を
取

り
除
く
手
助
け
に
な
れ
ば
と

思
う
。

13
人
権
教
育

人
権
に
関
す
る
小
・
中
連
携

は
ど
こ
ま
で
で
き
て
い
る
か
を

テ
ー
マ
に
、
差
別
の
現
実
と
教

職
員
の
変
わ
り
目
、
反
差
別
へ

と
転
す
る
子
ど
も
た
ち
、
反
差

別
、
人
間
解
放
の
授
業
創
造
な

ど
が
討
議
さ
れ
た
。

★�

特
に
地
域
に
基
づ
い
た
教
材

が
興
味
深
か
っ
た
。

★�

自
分
を
語
る
場
が
嬉
し
か
っ

た
。
語
り
合
う
こ
と
が
互
い

を
理
解
し
合
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。
職
場
で
も
「
自
分
を

語
り
、
相
手
を
聞
く
」
場
を

努
め
て
作
っ
て
い
き
た
い
。

★�

「
無
知
は
無
知
と
差
別
を
生

む
」
の
言
葉
。
本
当
に
そ
の

通
り
だ
と
思
っ
た
。

14
障
害
児
教
育

通
級
や
セ
ン
タ
ー
校
方
式
な

ど
、学
習
形
態
や
本
人
の
思
い
、

学
級
の
雰
囲
気
、
小
・
中
・
高

卒
業
後
の
進
路
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
た
。

★�

現
行
政
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
が

保
護
者
の
学
び
の
場
（
交
流

学
級
）
に
対
す
る
諦
め
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
か
。

★�

障
害
の
あ
る
子
の
親
の
立
場

か
ら
、社
会
的
な
意
識（
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
）
の
改
革
・

改
善
を
す
す
め
る
議
論
も
す

す
め
て
ほ
し
い
。

15
国
際
連
帯
の
教
育

足
も
と
か
ら
の
国
際
化
を
ど

う
す
す
め
る
か
、
ゆ
た
か
な
世

界
認
識
と
地
球
規
模
で
も
の
を

考
え
る
教
育
を
ど
う
創
造
す
る

か
、
ク
ラ
ス
で
発
表
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
の
実
践
や
学
習

言
語
の
習
得
が
討
議
さ
れ
た
。

★�
日
本
語
の
習
得
が
必
要
か

を
、
保
護
者
と
話
し
合
う
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

★�

ま
ず
は
、
子
ど
も
の
話
し
を

聞
く
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

16
男
女
共
生
教
育

性
別
に
関
わ
り
な
く
「
～
さ

ん
」
と
い
う
呼
び
方
に
つ
い
て

な
ど
が
討
議
さ
れ
た
。

★�

意
識
を
高
く
も
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
た
。
そ
の
た
め

に
、
気
づ
く
目
を
自
分
の
中

に
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
た
。

17
環
境
・
公
害
・
食
教
育

学
校
給
食
を
核
と
し
、
子
ど

も
た
ち
が
健
康
な
食
生
活
が
実

践
で
き
る
食
教
育
、
家
庭
・
地

域
社
会
と
の
連
携
を
密
に
し
た

食
育
、身
近
な
環
境
を
見
つ
め
、

循
環
型
社
会
の
創
造
、
地
域
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
諸
団
体
等
と
連
携
を
密

に
し
た
実
践
的
な
環
境
教
育
な

ど
が
討
議
さ
れ
た
。

★�

分
会
ご
と
の
特
色
あ
る
と
り

く
み
が
勉
強
に
な
っ
た
。
ど

の
分
会
、
ど
の
教
職
員
が
と

り
く
ん
で
も
継
続
し
て
い
け

る
職
場
の
環
境
づ
く
り
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。

★�

身
近
な
環
境
を
生
か
し
た
と

り
く
み
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

た
。

★�

連
携
し
た
「
食
教
育
」
の
リ

ポ
ー
ト
が
参
考
に
な
っ
た
。

18
平
和
教
育

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
、
オ

キ
ナ
ワ
、
地
域
の
自
主
的
活
動

を
生
か
し
た
平
和
教
育
が
討
議

の
柱
。
平
和
教
育
に
お
い
て
、

単
に
戦
争
体
験
を
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
終
わ
る
の
で
は
な

く
、
な
ぜ
平
和
教
育
が
大
切
な

の
か
を
気
づ
か
せ
る
こ
と
の
重

ひょうご教育フェスティバル
第6１次兵庫県教育研究集会

分科会
展示・体験コーナー

アンケート、速報「カーネーション」より
概要と参加者の声（一部抜粋）

※★印は参加者の感想。

要
性
が
討
議
さ
れ
た
。

★�

学
習
発
表
会
や
劇
、
戦
争
体

験
者
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、

平
和
教
育
を
多
面
的
に
考
え

る
こ
と
が
生
徒
へ
の
啓
発
と

な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

19
情
報
社
会
と
教
育

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
問
題
点

や
使
用
の
有
無
に
よ
る
比
較
検

証
の
必
要
性
な
ど
が
討
議
さ
れ

た
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
に

お
い
て
、
機
器
の
ボ
タ
ン
操
作

が
進
路
保
障
へ
つ
な
が
る
の
で

は
と
話
し
合
わ
れ
た
。

★�

情
報
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
電
子

機
器
だ
け
の
話
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
学
ん
だ
こ

と
を
明
日
か
ら
生
か
し
て
い

き
た
い
。

20�

評
価
・
選
抜
制
度
と
進
路
保
障

複
数
志
願
制
度
に
つ
い
て
や

進
路
保
障
、
そ
の
た
め
の
関
係

機
関
同
士
で
の
連
携
な
ど
が
討

議
さ
れ
た
。

★�

複
数
志
願
制
度
が
、
郡
部
の

学
校
の
統
廃
合
へ
つ
な
が
る

危
険
性
を
知
っ
た
。

★�

入
試
制
度
の
現
実
を
保
護
者

に
も
伝
え
、
地
域
全
体
で
考

え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

★�

地
域
に
よ
り
事
情
は
異
な

る
。
地
域
に
応
じ
た
制
度
を

考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

21
教
育
課
程

各
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教

科
担
任
制
、
少
人
数
教
育
、
少

人
数
授
業
の
児
童
・
生
徒
の
分

け
方
に
つ
い
て
な
ど
が
討
議
さ

れ
た
。

★�

と
り
く
み
は
違
え
ど
、
目
の

前
の
子
ど
も
に
即
し
た
様
々

な
指
導
方
法
で
授
業
を
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
勉
強
に
な
っ

た
。

22�

学
校
・
地
域
に
お
け
る
教
育

改
革
運
動

リ
ポ
ー
ト
数
20
本
の
う
ち
７

本
が
地
域
、
保
護
者
の
方
の
リ

ポ
ー
ト
。
地
域
と
の
む
す
び
つ

き
の
中
で
で
き
る
特
色
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
た
。

★�

ど
ん
な
学
校
で
も
共
通
し
て

大
切
な
こ
と
は
あ
る
と
感
じ

た
。

★�

学
校
以
外
の
方
か
ら
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
と
り
く
み
が
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

22�

小
規
模
・
少
人
数
校
の
教
育

小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
、
全
学
年
で
の
と
り
く
み
や

活
動
に
つ
い
て
が
話
し
合
わ
れ

た
。

★�

多
く
の
地
域
に
統
合
を
は
じ

め
と
す
る
課
題
が
存
在
し
、

た
た
か
っ
て
い
る
現
状
を

知
っ
た
。

★�

規
模
は
違
え
ど
、
悩
み
や
願

い
は
同
じ
だ
と
感
じ
た
。

23
教
育
条
件
整
備
の
運
動

校
務
効
率
化
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
問
題
点
や
職
員
の
教
育

条
件
整
備
に
対
す
る
意
識
の
向

上
な
ど
が
討
議
さ
れ
た
。

★�

い
か
に
デ
ー
タ
を
持
ち
出
し

て
作
業
す
る
か
で
は
な
く
、

い
か
に
学
校
で
作
業
を
終
わ

ら
せ
る
か
と
い
う
議
論
が
必

要
で
は
な
い
か
。

★�

教
育
条
件
整
備
に
と
っ
て
の

「
人
・
物
・
金
・
情
報
」
の

重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。

特
別
分
科
会
Ⅰ

�

生
き
る
力
を
育
む
教
育

地
域
と
連
携
し
た
環
境
教

育
、「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」、
教
材
と
つ
な
が
り
、
仲

間
と
つ
な
が
り
、
未
来
の
自
分

と
つ
な
が
る
な
ど
が
討
議
の

柱
。

★�

自
己
反
省
す
る
と
と
も
に
、

ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
け
れ
ば

と
意
欲
が
出
て
き
た
。

★�

い
ろ
ん
な
実
践
は
試
し
て
き

た
が
、
つ
な
が
る
意
識
は
持

て
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
改
め
て
こ
れ
か
ら
学
ん

で
い
き
た
い
。
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